
 

1 

 

資料１－１ 

 

 

 

基本理念：支えあいがやすらぎを生む、あたたかなまちへ 

基本目標：高齢者が心豊かに暮らせる長寿社会を創る（地域包括ケアシステムの構築） 

１ 計画事業の進捗状況及び評価について 

 
 

◎ ○ △ ×

（１）高齢者の社会参加の促進 6 3 1 0 2

（２）健康づくり 7 2 3 1 1

（３）自立支援と重度化防止 3 1 1 1 0

（４）地域づくりと役割づくり 7 5 1 0 1

計（件） 23 11 6 2 4

事業の進捗に関する評価状況（％） (47.8) (26.1) (8.7) (17.4)

（１）高齢者が安心して暮らせるまちづくり
と地域ケア会議の推進

11 4 3 3 1

（２）在宅医療・介護連携の推進 7 5 1 0 1

（３）認知症施策の推進 10 8 1 1 0

（４）権利擁護体制の充実 4 4 0 0 0

（５）あんしんケアセンターの機能強化 4 3 0 1 0

（６）高齢者の居住安定の確保 6 2 3 1 0

計（件） 42 26 8 6 2

事業の進捗に関する評価状況（％） (61.9) (19.0) (14.3) (4.8)

（１）介護保険施設等の計画的な整備 3 1 0 2 0

（２）介護人材の確保・定着の促進 7 2 3 2 0

（３）高齢者の自立と尊厳を支える介護
給付等サービスの充実・強化

2 0 0 1 1

（４）効率的な介護認定体制の構築 3 1 1 0 1

計（件） 15 4 4 5 2

事業の進捗に関する評価状況（％） (26.7) (26.7) (33.3) (13.3)

（１）低所得者への配慮 2 2 0 0 0

（２）介護給付適正化の推進 5 1 3 1 0

計（件） 7 3 3 1 0

事業の進捗に関する評価状況（％） (42.9) (42.9) (14.3) (0.0)

87 44 21 14 8

(50.6) (24.1) (16.1) (9.2)

【自己評価基準】

◎…達成率８０％以上もしくは達成できた

○…達成率６０～７９％もしくは概ね達成できた

△…達成率３０～５９％もしくは達成はやや不十分

×…達成率２９％以下もしくは全く達成できなかった

合計（件）

事業の進捗に関する評価状況（％）

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

支援が必要になっ
ても地域で暮らし続
けるための支援体
制整備の推進

必要とされるサービ
スを提供するための
介護基盤の整備

適正な介護保険制
度の運営

自己評価事業
数

取組方針 主要施策

高齢者が元気でい
るための生きがいづ
くりと地域づくりの推
進～健康寿命の延
伸～

同一取組方針内の全事業
のうち、評価◎の割合

全事業のうち、
評価△の割合

千葉市高齢者保健福祉推進計画（第 7 期介護保険事業計画）【計画期間：平成 30 年度

～令和 2年度】 における計画事業の令和元年度の取組及び評価について 
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２ 計画目標を達成できなかった取組事業について 

 

指標項目
（単位）

（Ｈ３０） （Ｒ１） （Ｒ２）

単位老人クラブ
の会員数（人）

14,100 14,700 15,300

会員数（人） 2,610 2,750 2,890

参加者数（人） 822 822 822

登録団体数
（団体）

11 22 33

整備量（カ所）

Ⅲ
（３）
２

　定期巡回・随時
対応型訪問介護看
護

・登録団体数
　訪問：３団体、通所：６団体
登録団体数・利用者数ともに少ないため、令
和２年度より制度の拡充を行い、団体数・利
用者数の増加を図るとともに、積極的な周知
を図り利用促進等を行う。

・会員数　12,443人
会の高齢化による担い手不足により解散する
ケースなど会員が減少傾向にある。
また、社会参加活動の多様化、価値観の変
化等により、新規入会者が減少している。
介護予防に繋がるスポーツ活動事業や生き
がいに繋がる社会奉仕活動事業は、今後も
必要になることから、広報活動を積極的に行
い、市民へ幅広く周知を行う。また魅力ある活
動を行い、会員増強を目指す。

・会員数　2,189人
雇用の延長や社会参加活動の多様化等によ
り、会員数が減少している。
今後は入会希望者の利便性の向上のため、
インターネット環境を利用した入会申し込み
や入会説明会への参加予約の整備、退会防
止に向けた就業相談会の実施等、会員一人
ひとりの実情に応じた対応を行う。

会員数の増強を促すとともに、ワンコインサー
ビスの充実を図ります。
（平成29年度末会員数：2,431人）

会員数の増強を促すとともに、介護予防、社会
奉仕活動に積極的に取り組んでいくよう指導
育成します。
（平成29年度末会員数：13,360人）

Ⅰ
（１）
２

Ⅰ
（１）
３

Ⅰ
（２）
７

Ⅰ
（４）
６

シルバー人材セン
ターの充実（シル
バー人材センター
運営補助事業）

社会貢献活動を主
体とする老人クラブ
の育成
（老人クラブ育成指
導事業）

地域支え合い型訪
問支援・通所支援
事業

買い物、調理等の生活支援サービスや、体操
教室・サロン等を通じた日中の居場所づくりを
行う町内自治会やＮＰＯへの助成を行います。
（平成29年度末登録団体数
　　　　訪問：3団体、通所：6団体）

シニアフィットネス
習慣普及事業

第７期における具
体的な取組事業名

（所管事業名）

目標（事業内容）

令和元年度実績と課題及び対応策

・参加者数　５１人
事業開始2年目であるH30年度以降、応募が
少なく、定員に満たないフィットネスクラブが
多いため、さらなる周知が必要である。令和２
年度は事業のあり方を検討するため事業者
アンケートを実施し、事業の再点検を行う。
なお、室内での運動が主となることから、新型
コロナウイルスの感染防止の観点から事業実
施を判断していく。

市内フィットネスクラブに高齢者向けの運動メ
ニューを提供いただきその利用料の一部を市
が助成することで、介護予防に資する運動習
慣の普及啓発を図ります。

地域包括ケアシステムの中核を担うサービスの
一つとして計画的な整備を行います。
　平成37(2025)年度を視野に各区に２カ所以
上早期に整備。
(未達成区：1区(２カ所)  H29年度末時点)

・未達成区は４区に増加（事業所が廃止した
ため）
・定期巡回・随時対応型訪問介護看護に期
待されるメリットを活かすためには、補助金を
交付して整備する場合は施設併設を認めな
いという本年度の条件を緩和すべきでないと
考えている。
令和2年度の公募は募集地域の拡大など条
件の見直しを検討したうえで実施していく予
定である。

上記のとおり


